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川
崎
商
工
会
議
所
女
性
会
（
朝
山
昌

子
会
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
10
年
以
上
続

く
社
会
福
祉
活
動
の
一
環
と
し
て
、
会

員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
生
活
支
援
物
資
を

市
内
関
係
施
設
に
寄
付
し
た
。

会
長
、
広
報
福
祉
委
員
長
ら
が
各
施

設
を
訪
問
し
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

と
乳
児
院
に
は
、
ベ
ビ
ー
服
や
タ
オ
ル

な
ど
約
４
０
０
点
、
ま
た
、
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
に
は
、
生
活
困
窮
や
Ｄ

Ｖ
被
害
に
苦
し
む
女
性
、
子
ど
も
に
対

す
る
支
援
と
し
て
、
洗
剤
、
衛
生
用
品

な
ど
生
活
必
需
品
約
１
０
０
点
を
寄
付

し
た
。

津
山
商
工
会
議
所
女
性
会
（
山
本

京
子
会
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
に
配
慮
し
て
、

会
員
対
象
の
カ
タ
ロ
グ
販
売
方
式
で

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
を
開
催
し
た
。

同
事
業
は
、
女
性
会
創
立
15
周
年
の

１
９
８
７
年
に
初
め
て
実
施
し
て
以
来

毎
年
開
催
。
収
益
金
の
一
部
は
、
市
内

の
施
設
や
団
体
へ
寄
付
し
て
い
る
。

山
本
会
長
は
、「
次
回
は
コ
ロ
ナ
禍
が

収
束
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
顔
を
見
な

が
ら
の
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
が
開
催
で
き
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
」
と
述
べ
た
。

西
宮
商
工
会
議
所
女
性
会
（
上
田
み

ち
代
会
長
）
は
今
年
１
～
２
月
、「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
企
業
価
値

を
上
げ
る
事
業
」
を
テ
ー
マ
に
、
地
元

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
「
さ
く
ら
Ｆ
Ｍ
」

で
５
回
に
わ
た
る
特
別
番
組
を
放
送
し

た
。
今
年
度
採
択
さ
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
型
補
助
金
事
業
の
一
環
。
番

組
で
は
女
性
会
と
し
て
の
取
り
組
み
や
、

会
員
事
業
所
そ
れ
ぞ
れ
の
S
D
G
ｓ
の

各
目
標
へ
の
貢
献
活
動
な
ど
に
つ
い
て

ト
ー
ク
を
繰
り
広
げ
た
。
ま
た
、P
R
冊

子
の
作
成
や
セ
ミ
ナ
ー
開
催
な
ど
今
後

に
つ
な
が
る
ア
イ
デ
ア
も
紹
介
さ
れ
た
。

津
商
工
会
議
所
女
性
会
（
松
田
弘
子

会
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
市
内
の
久
居
地

域
の
商
店
連
盟
お
か
み
さ
ん
会
と
共
同

で
久
居
駅
東
口
に
あ
る
「
緑
の
風
公
園
」

の
花
壇
の
植
え
替
え
作
業
を
行
っ
た
。

植
栽
は
旧
久
居
商
工
会
議
所
女
性
会

が
行
っ
て
い
た
活
動
を
引
き
継
い
だ
も

の
で
、
夏
に
は
ケ
イ
ト
ウ
、
冬
に
は
ビ

オ
ラ
な
ど
を
植
え
、
年
２
回
実
施
（
同

連
盟
と
は
年
１
回
共
同
で
実
施
）。
年
間

を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
会
場

に
な
る
な
ど
、
市
民
の
憩
い
の
場
と
な
っ

て
い
る
駅
前
公
園
の
緑
化
・
美
化
運
動

に
貢
献
し
て
い
る
。

支援物資と目録を手渡す朝山会長（右から３人目）

バザー当日は来場の時間を指定し、密にならずに商品の受け渡しができた

SDGsの取り組みについて、熱いトークが繰り広げられた

「公園を訪れる人たちが花に触れ、心を癒やしてくれるといいですね」と
話す女性会のみなさん


